
１ 自衛隊の部隊が実施する災害派遣活動等に必要な経費 ３７２億円

（１）被災地域の復旧等活動経費 ・・・・・・・・・・・・・ ２７億円
装備品の燃料、各種手当・糧食、民間船舶の運営など、各種災害に対する自衛隊の

災害派遣活動等にかかる経費

○ 燃料の取得 約１３億円

○ 災害派遣等手当、即応予備自衛官の俸給、災害派遣時の糧食等 約２億円

○ 現地までの隊員、装備品等の輸送 約３億円

○ 民間船舶「はくおう」及び「ナッチャンＷｏｒｌｄ」の運営 約２億円 等

（２）活動で使用した装備品等の損耗更新等 ・・・・・・・ ３４５億円

被災地の復旧に使用した航空機及び車両並びに被災者の生活支援に使用した需品器

材など、損耗した装備品等を更新・修理するための経費

○ 装輪車両の損耗更新 約１２６億円

○ 施設器材（油圧ショベル等）の損耗更新 約６８億円

○ 作業被服等の損耗更新 約４６億円

○ 需品器材（野外炊具、入浴セット等）の損耗更新 約１７億円

○ 航空機・車両等の整備維持 約７億円 等

平成３０年度補正予算案（防衛省所管）の概要

防衛省計上額 ・・・・・・・・・・・・・・・ ５４７億円

平成30年10月
防 衛 省

３ 1/2tトラック（水トレーラけん引） 油圧ショベル 中型セミトレーラけん引車

人命救助 「はくおう」による入浴支援道路啓開



２ 自衛隊施設等災害復旧に必要な経費 １７５億円

（１）被災した自衛隊施設の復旧 ・・・・・・・・・・・・ １６７億円

災害により被災した自衛隊施設等を復旧・修繕するための経費

○ 陸上自衛隊の各駐屯地等（富野、三軒屋、日本原等）の復旧 約８４億円

○ 海上自衛隊の各基地等（呉、江田島、舞鶴等）の復旧 約６４億円

○ 航空自衛隊の各基地等（高良台、美保、築城等）の復旧 約１８億円

○ 防衛装備庁千歳試験場の復旧 約１億円

（２）被災した装備品等の復旧 ・・・・・・・・・・・・・・・ ９億円

災害により使用不能となった装備品等を復旧・修理するための経費

○ 整備所天幕の復旧 約２億円

○ 航空機用近距離暗視装置の復旧 約２億円

○ 弾薬保管用備品の復旧 約１億円 等

呉地区富野分屯地

千歳試験場高良台分屯基地

整備所天幕 航空機用近距離暗視装置


